
本領域における主張

第１分科会【教育課程】  

   

１ 研究のねらい  

 教育課程審議会の答申では，小学校算数の改善事項に「教育内容を厳選し，児童がゆとりをも

って学ぶことの楽しさを味わいながら数量や図形についての作業的・体験的な活動などの算数

的活動に取り組み，数量や図形についての意味を理解し，考える力を高め，それらを活用してい

けるようにする。」とある。  

 これを受けて，新学習児童要領は算数科改善の方向として  

 ① ゆとりの中での基礎・基本の確実な定着  

 ② 楽しさと充実感のある学習  

 ③ 児童の主体的な活動の重視  

の３本の柱が示された。この視点からＴＴに関する研究について考察していく。  

   

(1)基礎・基本の定着を測る学習過程の研究  

 児童の学習速度に対応した授業 … 習熟度別コース学習  

   

(2)楽しさと充実感のあるＴＴ指導の研究  

 ＴＴ指導によって児童の躓きが克服され，児童に学ぶ楽しさを感得させる内容  

   

(3)児童の主体的な活動の重視  

 考え方に対応した授業 … 解決方法によるＴＴの授業  

 ＴＴによる授業では，子供一人一人の考えを生かした指導を行うことが可能である。  

 具体的な作業体験を取り入れていく重要性  

   

２ 研究テーマに迫るポイント  

 以上のことから研究テーマを「量感を養う単元構成の試み－ティームティチングによるコース別

学習を取り入れた指導」とし，量感を養うためにティームティチングをどう活用していくかを研究の

視点とした。  

① 量感を養うために  

 ・長さの量感から，縦と横という広がりの量感を養うために，実際の広さにふれる場面 を単元

の中に位置づける。  

 ・体験を通して学ぶ場を設定する。  

② ティームティチングによるコース別学習  

 ・児童の主体的な活動とするために，自己選択による方法別活動を取り入れる。  

 ・自分の方法のよさだけでなく，相手の方法のよさを見つけさせる。お互いの方法のよ さを知

ることで，自分の方法のよさを自覚することができる。  

   

３ 本提案の位置づけ  

体育館に１㎡の新聞紙を引いて，量感を養う活動をする。コース別活動をすることで自分が調

べた方法のよさだけでなく，相手の方法のよさを見つけだすことができる 
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第４学年 「面積」

量感を養う単元構成の試み
ティームティーチングによるコース別学習を取り入れた指導

香川県算数教育研究会

１ 単元の指導にあたって
（１） 単元について

児童はこれまでに，長さやかさ，重さなどの量の学習を通して，測定の原理や普遍単位の必

要性について学習してきている。４年の面積では，測定の原理に基づいて，面積の概念の理解

を図ると共に，面積の単位平方メートルを導入し，正方形，長方形の面積公式について指導す

る。次に，平方メートルを扱い，面積学習の基礎・基本事項を扱うところである。そして，平

方キロメートル，アール，ヘクタールを扱い，求積公式を実際の生活の場に活用する大きな面

積について学習する。

面積を測定するには，ものさしやます，はかりのように便利な計器はないが，広さを単位面

積で測るということ，正方形や長方形は単位面積を数えなくても縦横の長さを測り，その数を

掛け合わせることによって求積できることを十分に理解させたい。

（２） 児童の実態

（３） 主題にせまるための主張点

① 量感を養うために

単元の導入に当たって，１平方センチメートルの単位をいきなり与えるのではなく，直接

比較をしたり，間接比較をしたり，任意単位を使ったりしながら，普遍単位を設定する必要

性を考える構成にする。また，量感を養うために自分の持っている消しゴムや自分の手の平

などの面積を求めたり，新聞紙や机で１平方メートルを作ったり，作った１平方メートルで

実際に敷き詰めてみるなどの活動を取り入れ，それぞれの単位の量感を養いたい。

② ティームティーチングによるコース別学習

本時では，体育館を測るために二つの方法を考え，自分のやりたいコースを選び，２人の

教師でそれぞれのコースを担当するコース別の学習とした。一人一人の考えを把握し，きめ

細かく支援していくと共に，お互いの方法のよさを見つけることで数学的な見方や考え方を

より練り上げられるようにと考えた。
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２ 単元の目標
〔関心・意欲・態度〕

長方形や正方形の面積を表すことに関心をもち，長方形や正方形の求積公式を利用して，身の

回りにあるものの面積を求めようとする。

〔数学的な考え方〕

長方形や正方形の求積の仕方を考えることができると共に，工夫していろいろに面積を求める

ことができる。

〔表現・処理〕

求積公式を用いて，いろいろな長方形や正方形の面積を適切な単位を選んで求めることができ

る。

〔知識・理解〕

面積の概念を知り，面積の単位平方センチメートル，平方メートル，平方キロメートル，アー

ル，ヘクタールが分かる。また，長方形や正方形の求積公式を理解する。

（全１０時間）３ 単元指導計画
数学的な考え方を育成

する算数的活動時 目 標 意 識 の 流 れ

１ 広さ比べを通して， 比較をするのに

面積の求め方に興味を 前の黒板と後ろの黒板の広さく どんな方法がある

持つ。 らべをしよう。 か考え，話し合う

中で，任意単位に

よる比較の方法の周りの長さで比べる。 色紙 正方形 を並べる 大きな紙で大きさを写し（ ） 。

良さに気付く。磁石を敷き詰める。 とって比べる。

後ろの黒板の方が広い。

どちらがどれだけ広いでしょう。 タイルが何個分

２ 任意単位の広さ比べ あるか数えて比較

を通して，単位を決め タイル１個 タイル６個分 することで，単位

て広さを数量化すると 分広い。 広い。 を決めて数量化す

いう測定のよさを知 る良さに気付く。

る。 タイルだと数えると比べられるので

分かりやすい。

３ 面積の単位１平方メ 面積の単位１平方センチメートルを作り， 自分の体の部分

ートルを知り，１平方 体の中の１平方センチメートルを見つけよ の１平方メートル

メートルを単位にして う。 を見つけること

面積を求めることがで で，１平方メート

きる。 親指の爪く 前歯と同じ 鼻の穴と同 ルの量感をつか

らいだ。 くらいだ。 じくらいだ む。。

広さにも１平方センチメートルという単

位があるんだ。
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４ 自分の手のひらのお 自分の手のひらをはかってみよう。 自分の手のひら

およその面積を求める を数える中で，長

ことができる。 方形や正方形を見８９平方センチメートルだ。思 測れないと思ったが測れるんだ， 。

つけてかけ算で求ったより多かった。

める良さに気付

５ はがきや折り紙の面 はがきや折り紙の面積を求めよう。 く。

積を測り，長方形や正 はがきや折り紙

方形の面積の公式を見 の面積を求める時はがきは１５０平方センチメートル 折り紙は６２５平方センチメートルも

いだすことができる。 に，縦や横の長さだ。 ある。

を測ってかけあわ

せることで１平方

思ったより多い数 縦×横のかけ算で センチメートルが

になる。 求めるとはやいな 何個分あるか求め。

られることに気付

く。

体育館の面積を測るために，１平方メートルを作ろう。６ 体育館の面積を求め

７ るためには１平方メー

トルが必要であること １００００平方１００００平方センチメートルは先生の机くらいの大きさだ。１平方メートルとい

が分かり，１平方メー センチメートルはうんだ。

トルの広さをつかむこ どのくらいの広さ

とができる。 実際に１平方メートルを作ろう。 か，何人位乗れる

か予想し，また，

何人くらい乗れるかな。 １平方メートルを

作ることで量感を

つかむ。思ったよりたくさん乗れた。 ぴったりだった。

８ 体育館のおおよその 体育館の面積を測ろう。 体育館の面積は

面積の予想を立て，自 どのくらいか予想

分の選んだ方法で面積 し，実際に測った１平方メートルの新聞を敷き詰めて測り 巻き尺で縦横の長さを測って計算で求

を求めることができ り，計算したりしたい。 めたい。

る。 て求める中で量感

体育館の面積は約８５３平方メートルだ。 を感じる。

９ １平方キロメートル 三木町の面積を求めよう。

の単位を知り，三木町

の面積を求めることが 地図から三木町約７７平方キロメートルだ。思ったより大きい。

できる。 を概観，概測する

他の面積の単位を知 他の面積の単位について調べよう。 中で１平方キロメ10

り、アールと平方メー ートルをイメージ

トル，ヘクタールと平 アール，ヘクタールなど面積の単位がいっ し，実生活とつな

方メートルの単位間の ぱいある。 げる。

関係が分かる。
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５ 指導の実際
（１） 量感を養うために

第１・２時

１．直接比較（紙を切り抜いて重ねる ）。

間接比較（前面黒板と背面黒板を色紙の枚数

で比べる）

２．タイルがいくつ分で比べる （任意単位）。

第３時

１．１平方センチメートルの単位を知る。

２．１平方センチメートルを４個作る。

３．体の部分で１平方センチメートルを見つけ

る。

４．４個の１平方センチメートルで４平方センチ

メートルを作る。

第４時

１．自分の手（不定形）の面積を測る。

正方形や長方形を見つけてかけ算で数えるのではな

いかと期待したが，残念ながら一人もいなかった。
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第５時

１ 長方形や正方形の面積を求める。

２ １辺２５センチの折り紙やはがきの面積を求める。

３ 公式を考える。

第６・７時

１ １００００平方センチメートルはどのくらいか予想す

る。

２ １平方メートルを新聞紙で作る。

３ １平方メートルの上に自分たちが何人乗れるか予想し

確かめる。

４ １平方メートルを机で作る。

第８時（本時）

１ 体育館の面積の半分を測って体育館の面積を求める。

２ おおよその予想を立てる。

３ お互いの方法の良さを話し合う。
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第９時

（２）体育館の面積を測ろう （第８時授業記録）。

学習活動 教 師 の 発 問 児 童 の 反 応

１ 本時の課題をつ 新聞しきつめコースと巻き尺測 （しきつめ）

かむ。 定コースと選びましたが、どう ・予想があたまにうかんできてわかりや

いう理由で選びましたか。 すいと思ったから。

・１平方メートルはきちんとした数なの

でわかりやすい。

・しきつめるだけだから簡単だと思っ

た。

（巻き尺）

・長いから測りやすい。

・すぐ数字で読めるから。

・速く測れそう。

２ グループごとに よかったことや困ったことを頭

測る。 に置きながら、今から測ろう。

まず、予想を立ててみよう。 ・２８８平方メートル

・２０メートルシャトルランが横にとれ

てここらが１０メートルとして、６００

平方メートル。

体育館の半分に赤いテープを貼 ・１３６０ ・１０３２ ・１２００

っている。後ろを新聞敷き詰め ・１６００

コース，前を巻き尺コースが測

ります。 ・はさみを準備したけどいつ使います

・使わないかも。 か。

・その時はみんなで考えて。 ・１平方メートルの新聞がなくなった

ら？

・そのときは端っこをうつせばいいので

は？

それではやってみよう。 （移動・準備）

（途中省略）
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しきつめコース 巻き尺コース

（ 。）新聞紙を端からみんなで敷き詰めていく

・やばい。もう紙ないやん。

・全然足りん。

・横に並べて何枚か数えて，縦にも並べてそ

れをかける。

・縦×横にして？

（端から敷き詰めた新聞紙を縦と横に移動さ

せていく ）。

（４～５人のグループで巻き尺を使って測り始め

る ）。

・２６メートル７１だ。

・１５メートル８０センチ。

（グループごとに計算を始める。まだ，測ってい

るグループもある ）。

・２６．７１やけん。小数がでた。そうや，セン

チになおしてかけ算したらええやんか。

（周り全部に並べていくのを見て） ・どうしたらええ？

・全部敷き詰めんでいい。 ・メートルはメートルで計算するんや。

教 集合してください。 ・２６×１５？

やってみて意見ある？ ・８０センチやけん切り上げたらいい。

・横の辺と縦の辺だけでそっちとそっちの辺 教 それはいいアイデアだね。

はいらないと思う。 （グループごとに縦横の長さの確認とはした

・だけどこれは敷き詰めているのと違う。 の処理の助言をしてまわる ）。

教 敷き詰めないと測れないかな。 １００００平方センチメートルは，１平方メ

・すきまがあいているところがある。 ートルだったよね。

・少々重なってもしょうがない。 （途中省略）

（途中省略） ・よかったところは？

教 横は２７になったね。 ・手間があまりかからんかった。

縦は１５枚と４分の３くらい。 ・敷き詰めるより速い。

はしたはどうする？

・四捨五入して１６枚にする。

・１５枚にする。

・半分以上入っているから入れた方がいい。

教 ４分の３が２７枚ということは（ミニ黒

板を使って）はしたが４枚で１平方メー

トル。４分の３を２７回足すと２０と４

分の１残るね。はしたは，自分で選んで

計算してワークシートに書こう。
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結果を発表してください。 （巻き尺）

・４２３．３５３５平方メートル。

・４２５．８１平方メートル。

・４８２．６５平方メートル。

（しきつめ）

・２７×１５＝４０５で４０５＋２７＝

４３２。

・２７×１５＝４０５で４分の３が２７

回足して４２５平方メートル。

（しきつめの良さ）

・１平方メートルの新聞がきちんと並ば

なくて困った。

・時間がかかるけど正確だ。

・数えるだけなので簡単だ。

・小数がないので速く計算できた。

（巻き尺の良さ）

・小数の計算があって難しかった。

・測るのが速かった。

では体育館全体の面積は？ ・８６４平方メートル

１平方メートルの新聞紙がこの ・８４４平方メートル

３ 結果を発表し， 体育館にはおよそ８５０枚くら

お互いの良さにつ い敷き詰められるということで

いて話し合う。 すね。

巻き尺コースのワークシート
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新聞しきつめコースのワークシート 児童の感想

考察

① 体育館の面積の予想は大きくはずれて

いる児童は少なかった。体育の時間にシ

ャトルランをしたことを思い出して予想

を立てるなど生活と結びつけて考える児

童がいた。量感が育ちつつあると考えら

れる。

② ２つのコースのよさを最後に話し合うことでお互いのやり方のよさを交流することができ

た。また，お互いの姿が見えることで相手が何をしているのか，相手のコースに進み具合を

確かめ合うことができ，自然に交流ができていた。

③ 新聞しきつめコースでは，縦と横に新聞をおくだけでも計算できるが実際に敷き詰めたか

ったという意見があった。実際にやってみることが量感を育てたり，満足感を持つことにな

ったと思う。

６ 実践の成果と今後の課題
（１） ワークシートの中に思ったより広いとか，こんなに大きかったんだとか，予想が外れてしま

った，という児童の感想が書かれており，量感を養うために取り入れてきた活動を繰り返す中

.でだんだんと量感が育っていくと感じている。

（２） ティームティーチングでは，全体指導をする時と個別指導をする時を１単元交代で行ってき

たが、お互いの指導方法の研修になり，また，２人の教師でその子を見るので児童理解が深ま

った。

（３） ２人の教師で見ていくことで，習熟を図る時，主体的に質問をしてくるようになった。

（４） 課題としては，２人の教師の連携をとるための話し合う時間が取りにくいこと，コース別学

習をしたときに途中で交流しにくく，最後の全体交流の時に誰を指名するか意図的な指名がし

にくい。

（５） 事前調査など一人一人のデータをとっておくべきで，事後調査で成果や課題を分析する必要

があったと思う。


